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みられる視点や方法に対して本誌第 12 号に批判を寄せられた」（小松 2007b：
87 頁、以下、引用文献は末尾リストを参照されたい）と受けとめ、庄内が「公
益のふるさと」であることを否定しているのは間違いだと主張された（小松






























































































































































約 70 ～ 90％を集めるという独占的な支配が続いていた。
　米価調節対策の一環としての 1917 年農業倉庫法が公布されると、農業倉庫































































































































































　佐藤三郎『酒田の本間家』は、光丘の家事 9 ヶ条、家道訓 7 ヶ条以外に、「光





















































































































































































えば、地元紙『荘内日報』の連載「郷土の先人・先覚」（1988 年 4 月～ 1989
年 3 月、荘内日報社ホームページに掲載）だけで 129 名いる。須藤良弘『先人






































３　山居倉庫側からの妨害については、山形： 160-165 頁、420-421 頁が比較
的詳しい。









32859cb0420efc0a）より、2007 年 9 月 17 日にアップされた授業案。TOSS
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